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事
業
継
続
力
強
化
の
た
め
に
リ
ス
ク
の
情
報
提
供
を

　

激
動
す
る
昨
今
、テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
著
し
い
進
化
に
よ
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
、地
殻
活
動
に

よ
る
地
震
、
地
球
環
境
の
変

化
に
よ
る
豪
雨（
水
害
）な
ど

の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
増

加
。２
０
２
４
年
1
月
も
能
登

半
島
地
震
の
発
生
に
よ
り
日

本
中
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
た

ば
か
り
だ
。こ
の
よ
う
に
、自

然
災
害
や
地
政
学
的
不
安
の

拡
大
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化

に
伴
う
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
な

ど
、企
業
の
リ
ス
ク
は
複
雑
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。Ａ

Ｉ
Ｇ
損
保
は
、逆
風
下
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、会
員
企
業
に
安

心
を
届
け
、
繁
栄
の
手
伝
い

を
す
る
こ
と
を
使
命
だ
と
謳

い
、『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』40
周

年
に
寄
せ
て
改
め
て
決
意
を

表
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
損
害
保
険
会
社
と

し
て
中
小
企
業
に
対
し
事
業

継
続
力
強
化
に
関
す
る「
各

種
リ
ス
ク
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
、
保
険
商
品
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
の
強
化
提
案
に
注
力
す

る
。さ
ら
に
、防
災
・
減
災
を
目

的
と
し
た
社
会
貢
献
の
植
樹

活
動「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」で
は「
い
の
ち
を
守

る
森
づ
く
り
」に
取
組
み
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
て
い
く
構

え
だ
。

40
周
年
記
念
事
業

リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
は
、『
ビ
ジ
ネ
ス

ガ
ー
ド
』
40
周
年
に
お
い
て
、

中
小
企
業
に
向
け
た
事
業
継

続
力
の
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
強
化
す
る
。本
年
2
月

に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た「
震
災

対
策
技
術
展
」
に
は
公
益
法

人
、大
学
、企
業
な
ど
多
く
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
、
地

震
、津
波
、水
害
な
ど
各
種
災

害
対
策
に
関
す
る
5
つ
の
ブ

ー
ス
を
出
展
し
、「
震
災
か
ら
の

事
業
再
生
」「
緊
急
地
震
速
報

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ

で
事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。さ
ら
に
、7
月
4
日
・

5
日
に
は
大
阪「
震
災
対
策
技

術
展
」に
ブ
ー
ス
出
展
と
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

　

秋
に
は『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』

40
周
年
を
記
念
し
た
新
商
品

と
し
て
地
震
休
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る「
地
休
力
」を
販
売
す

る
。こ
の
商
品
は
、Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保

が
独
自
に
開
発
し
た
企
業
の

地
震
休
業
リ
ス
ク
を
補
償
す

る
も
の
。地
震
が
頻
発
す
る
日

本
に
お
い
て
、法
人
会
の
会
員

企
業
が
事
業
継
続
を
し
て
い

く
た
め
に
支
援
す
る
新
た
な

制
度
商
品
と
し
て
、ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

株
式
会
社
海
祥
は
、
塩
釜

市
で
小
魚
・
海
藻
類
な
ど
の

天
然
素
材
を
仕
入
れ
、
独
自

の
シ
ス
テ
ム
で
加
工
・
製
造
・

卸
売
、
販
売
を
行
っ
て
い
る

企
業
だ
。
１
９
９
４
年
に
創

業
し
、
今
年
で
創
立
30
周
年

を
迎
え
る
。
塩
釜
は
、
２
０

１
１
年
３
月
１
１
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
。

被
災
に
よ
り
、
宮
城
県
塩
釜

市
の
港
の
近
く
で
操
業
し
て

い
た
同
社
の
第
二
工
場
も
閉

鎖
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。「
工
場
を
復
活
さ
せ

る
た
め
に
約
９
カ
月
を
要
し

た
」
と
語
る
の
は
、
同
社
代

表
取
締
役
の
大
友
史
祥
氏

だ
。「
共
に
働
い
て
き
た
社
員

の
退
職
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
。

一
時
は
事
業
を
や
め
る
こ
と

も
考
え
た
」
と
当
時
を
事
業

継
続
の
危
機
を
振
り
返
る
。

　

そ
ん
な
逆
境
の
な
か
、
工

場
再
開
の
希
望
と
な
っ
た
の

が
、『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』

の「
地
震
保
険
」だ
っ
た
。「
Ａ

Ｉ
Ｇ
損
保
の
対
応
は
驚
く
ほ

ど
早
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
震
災
後
す
ぐ
に
担
当

始
ま
り
は
1
9
8
4
年

「
経
営
保
全
プ
ラ
ン
」企
業
の
テ
ナ
ン
ト

借
用
リ
ス
ク
対
策
に
対
応
‼
 

当
時
は
画
期
的
な
保
険
と
し
て
話
題
に

　
『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』
の

40
年
の
歴
史
は
、
１
９
８
４

年
５
月
に
発
売
し
た
「
経
営

保
全
プ
ラ
ン
」
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
れ
は
、
日
本
で
初
の

試
み
と
な
る
「
テ
ナ
ン
ト
プ

ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
」
を
謳
っ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
だ
。
テ

ナ
ン
ト
企
業
を
対
象
に
、
火

災
・
爆
発
事
故
を
起
こ
し
た

際
に
テ
ナ
ン
ト
の
オ
ー
ナ
ー

が
こ
う
む
る
被
害
も
賠
償
す

る
ほ
か
、
漏
水
で
階
下
テ
ナ

ン
ト
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
際

の
第
三
者
補
償
も
組
み
込
ん

だ
。
加
え
て
、
お
見
舞
金
や

被
災
時
の
仮
事
務
所
に
必
要

な
資
金
の
補
償
と
い
っ
た
、

従
来
に
な
い
保
険
内
容
と
な

っ
て
い
た
。

企
業
リ
ス
ク
が
多
様
化
し

『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』の

名
称
が
誕
生

　

そ
の
後
、
バ
ブ
ル
期
に
浮

き
立
つ
日
本
経
済
に
お
い
て

労
災
事
故
が
多
発
し
た
こ
と

か
ら
、
１
９
９
５
年
に
は
労
災

上
乗
せ
保
険
で
あ
る
「
任
意

労
災
プ
ラ
ン
」
が
経
営
保
全

プ
ラ
ン
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機

に
世
論
全
体
の
地
震
へ
の
危

機
感
が
一
気
に
高
ま
り
、
そ
の

直
後
と
な
る
１
９
９
７
年
に

は
企
業
向
け
「
地
震
対
策
プ

ラ
ン
」
を
販
売
開
始
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
経
営
保

全
プ
ラ
ン
」
を
発
端
に
、
変

容
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
い

ち
早
く
対
応
し
、
商
品
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
き

た
。
２
０
０
９
年
に
は
、
ブ
ラ

ン
ド
名
を
『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー

ド
』
と
改
称
、
中
小
企
業
に

向
け
た
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
充
実
に
向
か
う
こ
と
に

な
る
。
以
降
も
国
際
化
を
見

据
え
、
２
０
１
４
年
に
は
海

外
進
出
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

『
W
o
r
l
d
R
i
s
k
®
』を
、

さ
ら
に
２
０
１
６
年
に
は
賠
償

や
訴
訟
、
経
営
者
・
役
員
リ

ス
ク
に
備
え
る
「
情
報
漏
え

い
ガ
ー
ド
」「
M
R
P
保
険（
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ス
ク
プ
ロ
テ
ク

シ
ョ
ン
）」
も
発
売
し
て
い
る
。

企
業
価
値
向
上
に
は

保
険
へ
の
投
資
は

必
須

　

近
年
、
企
業
に
向
け
ら
れ

る
リ
ス
ク
は
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
る
。「
事
業
継
続
」

へ
の
対
策
も
急
務
で
、
な
か

で
も
「
自
然
災
害
」「
サ
イ

会員企業を守りたい！
『ビジネスガード』が創設40周年を迎える

ビジネスガードオート
（法人会の自動車保険）

国内物流総合運送保険
スペシャルパッケージ

ハイパー任意労災
（業務災害総合保険）

ハイパーメディカル
（業務災害総合保険・病気の補償）

MRP保険
（マネジメントリスクプロテクション保険）

ワールドリスク
WorldRisk

ALL STARs
（海外賠償）

ALL STARs
（生産物品質補償）

経営者や役員の
抱えるリスク※

プロパティーガード＋企業地震保険
（企業財産保険＋財物損害補償特約＋地震・噴火危険補償特約等）

※経営者大型総合保障制度
　【総合型】で保障します。

もの

ひと

事業 企業を取り巻く
リスク

従業員

経営者

自動車

財 物

利益
・
費用

賠 償

海 外

スマートプロテクト
（総合事業者保険）

ALL STARs
（国内賠償）

情報漏えいガード
（個人情報漏洩保険）

真骨頂
（部位・症状別保険金支払
特約付傷害総合保険）

ビジネスガード創設40周年 会員企業の事業継続のために！

法
人
会
の
『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』
に
は
多
く
の
会
員
企
業
が
加
入
し
、
万
が
一
の
事
故
、
自
然
災
害
リ

ス
ク
、
更
に
は
従
業
員
の
福
利
厚
生
と
し
て
幅
広
い
中
小
企
業
に
支
持
を
受
け
て
い
る
。
創
設
か
ら
40

年
を
迎
え
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
は
記
念
サ
イ
ト
を
公
開
し
、
40
周
年
に
寄
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

る
。『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』
が
会
員
企
業
に
も
た
ら
す
価
値
と
は
。
今
回
の
紙
面
で
は
40
年
の
歩
み
、
40

周
年
取
組
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』
の
意
義
を
紐
解
い
て
い
く
。

　

法
人
会
の
『
ビ
ジ
ネ
ス

ガ
ー
ド
』
は
、
防
災
・
減

災
を
目
的
と
し
た
社
会
貢

献
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
に
繋
が
っ
て

い
る
。
A
I
G
損
保
「
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
企
業
リ
ス
ク
に

直
結
す
る
津
波
な
ど
の
自

然
災
害
や
火
災
の
防
災
・

減
災
を
目
的
と
し
、『
ビ

ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』
加
入
新

規
契
約
企
業
１
社
に
つ
き

１
本
の
ど
ん
ぐ
り
の
苗
木

を
育
て
、
全
国
に
「
い
の

ち
を
守
る
森
づ
く
り
」
を

目
指
す
植
樹
活
動
だ
。
苗

木
は
海
岸
沿
い
、
公
共
施

設
付
近
な
ど
に
植
樹
さ

れ
、
10
年
、
20
年
の
歳
月

を
か
け
て
大
き
く
育
成
し

「
い
の
ち
を
守
る
森
」
と

成
長
し
て
い
く
。
加
入
企

業
に
は
植
樹
貢
献
の
証
と

し
て
「
植
樹
証
明
書
」
を

贈
呈
し
て
い
る
。
全
国
各

地
で
行
う
植
樹
に
は
、
Ａ

Ｉ
Ｇ
損
保
社
員
、法
人
会
、

代
理
店
が
参
加
し
、
絆
を

深
め
る
役
割
も
果
た
し
て

い
る
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」

に
加
入
す
る
こ
と
で
社
会

貢
献
に
参
画
で
き
る
付
加

価
値
は
、
社
会
的
に
も
大

い
に
意
義
が
あ
る
だ
ろ

う
。
未
来
を
予
測
し
、
で

き
る
こ
と
か
ら
社
会
貢
献

の
輪
を
広
げ
て
い
く
―

―
。
ま
さ
か
が
起
こ
る
前

に
リ
ス
ク
を
予
防
す
る

「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｅ
」
を
掲
げ
る
、
Ａ
Ｉ

Ｇ
損
保
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「ＭＯＲＩＮＯプロジェクト」で社会貢献！ 
加入企業とともに防災・減災の取り組みを

2013 年 6 月に植樹した宮城県岩沼市 
千年希望の丘（2024 年 4 月現在）

※出典元：AIG 損保 BG 広告から抜粋

これまでの活動実績
苗木相当の寄付本数：133,000本 

（2023年12月末現在）
植樹活動：全国8カ所（エリア）、23回 

（2024年3月末現在）

バ
ー
攻
撃
」
の
領
域
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
企

業
経
営
の
安
定
・
成
長
の
た

め
「
健
康
経
営
」
の
経
営
手

法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
リ
ス
ク
対
策
・
経
営

手
法
に
は
事
業
継
続
へ
の
推

進
力
、
ひ
い
て
は
企
業
価
値

を
向
上
さ
せ
る
保
険
商
品
へ

の
投
資
は
、
各
企
業
で
検

討
・
導
入
が
迫
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
同
時
に
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
新
し
い
保

険
商
品
の
登
場
も
望
ま
れ

る
。
激
動
す
る
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
』

の
商
品
開
発
力
に
期
待
が
か

か
る
。

代
理
店
と
損
害
調
査
担
当
が

被
害
状
況
を
見
に
来
て
、
具

体
的
な
補
償
内
容
を
判
断
し

て
く
れ
た
ん
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
」

と
、
大
友
氏
は
言
う
。

　

総
額
約
１
億
１
千
万
円
の

被
害
の
う
ち
、
約
９
千
万
円

強
を
保
険
金
で
カ
バ
ー
。
塩

釜
工
場
を
閉
鎖
し
、
全
て
の

機
能
を
本
社
に
移
し
、
10
月

か
ら
フ
ル
稼
働
に
こ
ぎ
つ
け

た
。「
災
害
は
突
然
や
っ
て

く
る
も
の
。被
災
を
通
じ
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
る
保
険
の
役

割
を
痛
感
し
ま
し
た
。
工
場

や
設
備
を
充
実
さ
せ
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
保
険
に
も
投

資
し
な
い
と
い
け
な
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
」と
大
友
氏
。

　

続
け
て
、「
中
小
企
業
に
は
、

リ
ス
ク
対
策
の
専
門
人
材
を

雇
用
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、相
談
で
き
る

保
険
代
理
店
が
あ
る
と
非
常

に
心
強
い
。
今
後
も
事
業
継

続
の
た
め
に
、末
永
く
お
付
き

合
い
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
語
っ
て
い
る
。事
業
継
続
を

目
指
す
に
あ
た
り
、な
く
て
は

な
ら
な
い
視
点
だ
ろ
う
。

シリーズ 
会員企業に 

聞く！
東日本大震災から復興
株式会社海祥 代表取締役 大友史祥氏

「事業継続には、設備にお金をかけるのと同じように、
保険にも投資すべき」

　

自
然
災
害
が
発

生
し
て
被
害
が
甚

大
と
な
っ
た
場
合
、

国
と
自
治
体
は
、

被
災
企
業
に
対
し

て
グ
ル
ー
プ
補
助
金
も
し

く
は
な
り
わ
い
再
建
支
援

補
助
金
を
実
施
す
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
は
事
業
継

続
力
強
化
計
画
の
認
定
を

受
け
て
い
る
等
、
災
害
へ

の
対
策
を
実
施
し
た
企
業

が
補
助
を
受
け
ら
れ
る
制

度
だ
。
災
害
ご
と
に
支
給

条
件
等
が
決
定
さ
れ
る
が
、

２
０
２
４
年
の
能
登
半
島

地
震
で
は
最
大
15
億
円
が

交
付
さ
れ
、
多
く
の
企
業

の
事
業
復
旧
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
活
用
に
は
注
意

が
必
要
だ
。
補
助
金
の
支

払
い
は
施
設
等
の
復
旧
後
に

な
る
の
が
原
則
。
ま
た
、
補

助
率
は
中
小
企
業
が

３
⁄
４
以
内
、
中
堅
企
業

が
１
⁄
２
以
内
と
な
り
、

１
０
０
％
で
は
な
い
。つ
ま

り
、
企
業
は
立
替
払
い
を

し
た
う
え
、
最
終
的
に

１
⁄
４
の
自
己
負
担
が
必

要
と
な
る
の
だ
。
損
害
保

険
を
活
用
し
、
立
替
や
自

己
負
担
分
の
資
金
準
備
に

充
て
る
企
業
が
増
え
て
い
る

の
も
う
な
ず
け
る
だ
ろ
う
。

公的資金と保険の活用
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